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関係各位  

早春の候、皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は格別のご支援を賜わり感謝いたしております。 

3月号を作成いたしましたのでご高覧下さい。  

院内一コマ 

２月１７日（土） 「日本医療マネジメント学会 第１６回 兵庫支部学術集会」で以下４題の発表をしてきました！ 

 

 

 

 

 

 

                                        

診療部：放射線科より紹介 

皆さまには、平素より地域医療連携に多大なるご協力を賜り、誠

にありがとうございます。心より厚く御礼申し上げます。 

当院では、地域唯一の中核病院として、当院で対応可能な患者さ

まは、可能な限り受け入れるという目標を第一に掲げております。 

当院放射線科においても、在籍する８名の放射線技師により、24

時間 365 日の当直体制を取り、常に救急撮影に対応できる万全の

体制を整えております。救急外来が混雑する折には、技師自ら、患

者さま・ご家族さまの誘導、あるいはコミュニケーションを行うことにより、検査や病状に対する不安を軽減し、スムーズな撮影

を遂行できるよう、業務に取り組んでおります。常に、気持ちよく温かい雰囲気づくりを心がけています。 

地域の開業医の先生方にも、大変お世話になっております。先生方のご協力により、当院では現在

CT は 25％、MRI は 40％の院外紹介を賜っております。良質な画像はもとより、検査終了後には、

出来るだけお待たせすることなく、分かりやすい読影結果を提供できるよう精進に努めておりますの

で、引き続き、多くのご紹介を頂けると幸いです。 

大腸CTや心臓CTも行っておりますので、便潜血陽性、あるいは狭心症疑いの患者さまなどのス

クリーニング検査として、是非とも当院をご利用下さい。 

また、最近導入されたマンモグラフィー装置はトモシンセシスを搭載しており、鮮鋭な断層画像を

利用することで診断能が向上しており、専用の撮影室で女性技師が検査し患者さまのプライバシーにも配慮しております。 

放射線科スタッフ一同は、皆さまを静かに力強くお支え出来る立場から、チーム医療また地域医療連携を担う一員として、地域

の健康と医療に貢献していきたいと考えております。           放射線科部長兼地域連携室長   鈴木 靖史 

公立宍粟総合病院                       

地域連携室だより   

当院の理念 

＜私たちは地域の皆様から信頼され親しま

れる病院を目指します。＞ 

 基本方針 
①良質の医療 ②地域医療 ③医療安全 

④相互連携 ⑤患者サービス ⑥チーム医療 
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 公立宍粟総合病院 地域連携室    

ＴＥＬ：0790-62-2425 （直通）  

ＦＡＸ：0790-62-2522  

病院ホームページ：http://www.shiso-hp.jp 

業務時間：平日 8時 30分～17時 

≪演題≫ 

診療部：DPC 制度に従いながら、地域唯一の公立病院として生きのこるための当院のとりくみ 

看護部：院内認定制度 退院支援看護研修の導入 

検査科：患者情報ラベル作成による人的ミス及び作業負担の軽減 

検査科：将来に向けて安定した人員確保 

 

マンモグラフィー 

他施設の発表も多く視聴でき、

教育、連携、感染等など様々な

視点から学びになりました 
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